
事業承継・引継ぎ支援施策について

中部経済産業局 中小企業課

令和7年度第二回岐阜県事業承継ネットワーク会議
日時：令和７年１１月７日（金）１３：３０～
場所：岐阜商工会議所２階大ホール

令和7年度第2回岐阜県事業承継ネットワーク会議 資料２



１．事業承継支援・M&Aの動向と支援策について

２．地域の事業承継支援自走化に向けた取組

３．後継者支援の強化
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令和6年度補正予算：事業承継・M&A補助金の概要
• 早期の事業承継を促すため、事業承継促進枠により5年以内に事業承継する事業者の設備投資を支援
• M&Aにおいて成立後のトラブル防止のため、専門家活用枠におけるデュー・ディリジェンス実施の際の
費用を補助額に加算。また、100億企業要件を満たす場合、専門家活用枠の補助上限額を拡大

• M&Aの統合効果を最大化させるため、PMI専門家費用や事業統合投資を支援する「PMI推進枠」を新設
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承継前の設備投資等にかかる費用を補助

①事業承継促進枠 ②専門家活用枠

後継者先代経営者

５年以内に予定している
親族内承継、従業員承継が対象

M＆Aにかかる専門家費用を補助

③ＰＭＩ推進枠 ④廃業・再チャレンジ枠

M&Aが対象

譲り渡し 譲り受け

Ｍ＆Ａ後のＰＭＩにかかる専門家費用
や設備投資を補助

M&Aが対象

譲り渡し 譲り受け

承継時に伴う廃業にかかる費用を補助

廃業後の再チャレンジが対象
廃業 新規事業

【対象経費の例】
 店舗改装工事費用
 機械装置の調達費用

【対象経費の例】
 M&A仲介業者やFAへの手数料価値
算定費用

 DD費用（800万円を上限に、DD費
用の申請する場合200万円を加算）

【対象経費の例】
 PMI専門家への委託費用
 設備の規格統一など、事業統合に係る
設備投資費用

【対象経費の例】
 廃業支援費、在庫処分費、解体費、
現状回復費

事業譲渡に伴う廃業が対象
廃業 一部譲り受け

譲り渡し 譲り受け

M&Aが対象

■ＰＭＩ専門家活用類型

■事業統合投資類型

■買い手支援類型■売り手支援類型
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【13次公募～】新たな加点措置が追加されました

事業承継・M&A 補助金事業承継促進枠公募要領（13次公募）より抜粋
事業承継・M&A 補助金パンフレット（13次公募）より抜粋



一般措置 特例措置
（時限措置）

猶予対象株
式数

総株式数の最大
2/3まで 上限なし

適用期限 なし
10年以内の贈与・相続等
（2027年12月31日まで）

2026年3月末までの計画申請が必要

猶予割合 贈与税 100％
相続税 80％

贈与税・相続税ともに
100％

承継方法
複数株主から

1名の後継者に
承継可能

複数株主から
最大3名の後継者に承継可能

雇用確保要
件

承継後5年間
平均8割の雇用
維持が必要

未達成の場合でも
猶予継続可能に

特例措置
（時限措置）

対象資産

事業を行うために必要な多様な事業用資産
・土地・建物
（土地は400㎡、建物は800㎡まで）
・機械・器具備品
（例：工業機械、パワーショベル、診療機器等）
・車両・運搬具
・生物（乳牛等、果樹等）
・無形償却資産（特許権等）

等

適用期限
10年以内の贈与・相続等
（2028年12月31日まで）

2026年3月末までの計画申請が必要

猶予割合 贈与税・相続税ともに
100％

法人版（特例措置）・個人版を活用するためには、2026年３月末までに特例承継計画の申請が必要。

法人版事業承継税制
一定の要件のもと、非上場株式等に係る贈与税・相
続税の納税を猶予する制度。
10年間限定（2027年末まで）の時限的な措置として、
猶予対象株式数の上限を撤廃するとともに、猶予割
合が贈与税・相続税ともに100%となっている。

個人版事業承継税制は、10年間限定（2028年末
まで）で、多様な事業用資産の承継に係る相続
税・贈与税を100％納税猶予する措置。

個人版事業承継税制
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事業承継税制の概要



事業承継税制に係る特例承継計画の期限延長等（相続税・贈与税）

•事業承継税制の特例措置※は、事業承継時の贈与税・相続税負担を実質ゼロにする時限措置。 （※法人版：平成30年度抜本拡充、個人版：平成31年度新設）

•事業承継税制の特例措置の適用期限が到来するまでの間、本税制を最大限活用できるよう、承継計画の確認申請（提出）の期限の延長を行う。
•また、事業承継による世代交代の停滞や地域経済の成長への影響に係る懸念も踏まえ、事業承継のあり方について検討を行う。
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 全国で事業承継支援を進めるためには、中小企業や支援機関からの信頼が高く、公的な安心感を有する地方自治体の存
在が不可欠である。地方自治体のみなさまには、庁内外の関係機関を束ねる「ハブ機能」、事業者の事業承継の機運醸
成に向けた「意識啓発機能」を果たし、地域の実情に応じた事業承継支援を推進いただきたい。

自治体に期待される役割（イメージ図）

事業承継支援ニーズのある
中小企業 身近な支援機関による

事業承継ニーズの掘り起こし

センターや地域支援機関、
各ネットワークによる支援

中小機構地域本部※中小機構の円滑化支援事業にて、
 支援機関等の機運醸成や育成を実施

事業承継・引継ぎ支援センター

地域内で対応できない案件がセンターへ

センターによる自治体との連携強化
（支援体制構築のノウハウ展開）

センターによる支援機関育成A市

B町 C村

既存のNW構成機関：商工団体や金融機関、業界団体等

新たに巻き込む機関：自治体、支援機関等

各自治体のNW構成機関：地域の商工会や金融機関等の支援機関

都道府県※都道府県内での事業承継の機運醸成、
 市町村同士のハブ機能を果たす

意識啓発機能 ハブ機能

自治体による意識啓発

自治体に期待される役割
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 機能的な連携体制を地域内で構築し、実効性の高い活動へ結びつけていくためには、地域内の事業承継支援に関する主
な支援機関を確認した上で、連携の目的や狙いを明確化させる必要がある。

 自治体がハブとなりながら連携体制を築き上げていく上で、支援機関・支援機関双方の連携のメリットや、期待される役回り、
実現可能性などを整理・確認していくことが重要である。

「ハブ機能」を担うために

（出所）中小企業庁「地域特性をふまえた事業承継支援体制の構築に向けた手引き～先進自治体の活動事例からみるポイント～」より抜粋 8



地域内事業者の支援ニーズの実態把握

地域特性を踏まえた
事業承継支援体制の構築

事業承継支援施策の実施

支援対象者のフォローアップ

 自治体内の中小企業・小規模事業者の事業承継の実態と、支援に対するニーズを確認するため
に、調査を実施する。

 例：統計や既往調査等を活用した市町村データの確認、市町村内の事業者を対象としたアン
ケート調査の実施、アンケート回答企業に対する聞き取り調査の実施等

 人口規模や事業者数、支援機関の有無などを踏まえ、事業承継支援に関する体制を構築する。
まずは関係機関の整理と連携目的を明確化し、地域の実態に即した連携方法を検討する。

 例：事業承継ニーズのある事業者へ継ぎ目のない支援を行うために、事務局機能や専任人材を
設置する（なお、体制内での個人情報の取り扱いには注意が必要）。

 「ハブ機能」や「意識啓発機能」を発揮する支援を実施する。
 例：意識啓発の情報発信、事業承継の理解深度化を図るためのセミナーの開催、事業承継相
談会の実施、連携機関への橋渡し、事業承継補助金の創設等

 実際に後継者へ無事承継が完了するまで、継続的なフォローアップを行う。
 例：アトツギ甲子園への出場を促す、商工団体・金融機関と連携し後継者育成プログラムを企
画する、等

４つのステップ 考え方と事業承継支援例

（出所）中小企業庁「地域特性をふまえた事業承継支援体制の構築に向けた手引き～先進自治体の活動事例からみるポイント～」より抜粋

１

2

3

4

自治体における事業承継支援のステップ
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問題認識

•刃物業に関連する地場産業
集積地域。

•刃物産業に携わる事業者の
廃業が相次ぎ、産業の衰退
を危惧。

•自治体独自で事業承継に関
する補助金を用意するも、
利用実績がない。

事業での気づき

•アンケートから、｢自治体に
事業承継に関する相談をし
たい｣と考える事業者が一定
数存在。

•刃物産業は、分業制であり、サ
プライチェーン事業承継に取り組
む必要がある。

•事前に支援機関へ相談せず、
廃業を選択する事業者が多
いことが分かり、廃業の兆
候を早期に把握する仕組みが
必要。

取組方針及び成果

•事業者が相談しやすい環境を整
備するとともに、支援機関と連携し
た個別相談会による積極的な掘
り起こしを行う。

•岐阜県関刃物産業連合会と連
携したサプライチェーン事業承継の
支援方法を立案。

１０月
アンケート
実施

１２月
ヒアリング
実施

１月
個別相談会
（計４回）

２月
事業承継計画策定

【事業スケジュール】

令和６年度地域における自走可能な事業承継支援体制構築事業
 事業承継支援の中長期的な未来を見据え、地域で自走可能な支援体制を構築するべ
く、選定自治体における支援体制の構築や、具体的な支援着手から支援深掘に関す
る取組を実施し、事業承継支援におけるノウハウの今後の横展開・自走可能な支援
モデルの普及につなげる。 

選定自治体一覧

愛知県 岡崎市
蒲郡市

岐阜県 関市
三重県 四日市市

名張市
富山県 高岡市
石川県 小松市

（参考）岐阜県関市における取組内容
【連携体制】
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令和７年度中部地域における自治体を中心とした自走可能な事業承継支援体制構築事業

●自治体を中心とした事業承継支援体制構築
新たに加わった自治体（志摩市）については、昨年度同様アン
ケート、ヒアリングを実施して地域の事業承継ニーズを把握し、
連携体制の構築を目指す。今年度も継続参加の自治体について
は、昨年度構築した事業承継支援体制の周知、安定化を図るた
め各地域に応じた事業承継促進活動を実施。

実証事業 

 昨年度からの継続事業として、自治体を中心とした自走可能な事業承継支援体制モデルを管内において新たに構築、
またこれまでに構築した支援体制の安定化を図るため、実証事業を行う。

 今年度はＭ＆Ａの促進に向け、サプライチェーン事業承継を取り上げたセミナーも開催予定。
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選定自治体一覧

愛知県
岡崎市
蒲郡市

岐阜県 関市
三重県 志摩市
石川県 小松市

●事業承継・Ｍ＆Ａセミナーの実施
■時間・場所
時間：12月1日(月)14:00-16:00
場所：ウインクあいち、オンライン配信あり

■プログラム(現在調整中)
第一部：M&A事例紹介
株式会社セイワホールディングス 野見山様
有限会社マルダイ製陶 鈴木様、
岐阜県事業承継・引継ぎ支援センター 小澤様

第二部：事業承継・M&A支援について
中小企業庁財務課 長縄様

Ｍ＆Ａの促進事業 



（ご紹介）自治体向け事業承継支援研修

 事業承継支援に関する知識を学び、地域での支援施策を推進することを目的とした自治体職員向けのプログラムを開催。

 先行自治体の事例紹介や、地域金融機関・商工団体との連携事例、学識者によるセミナーなどのコンテンツを用意。最終日
のグループディスカッションにて、各地域に合った支援のあり方を考える。

プログラム

学習セクション
 全国の中小企業が直面する事業承継の現状や社会的背景を
踏まえ、支援の意義と緊急性について体系的に理解する。

 国の施策や制度、先進自治体の取組を紹介しながら、自治体
職員として求められる支援の視座や役割を再確認する。

 予算や人的リソースが限られている中で、事業承継支援の取組
を実施し、実際の支援に繋げている、都道府県、基礎自治体
の担当者の方からの事例を紹介。

 後継者（アトツギ）支援を実施している都道府県や地域の金
融機関、商工団体等における事業承継支援の取組の紹介及び
トークセッションを実施。

 自身の地域の事業承継支援の課題についてグループワークを通
して考えていただき、今後の支援の検討に向けて交流。

 初日は懇親会も用意。

事例共有
セクション

交流セクション

日時・場所

申し込み方法

 日程：2026年1月29日(木)、1月30日(金)

 場所：銀座ユニーク 会議室N201
(東京都中央区銀座7 丁目13-15)

 受講人数：地方自治体職員等100名程度

銀座駅

東銀座駅

新橋駅

12



１．事業承継支援・M&Aの動向と支援策について

２．地域の事業承継支援自走化に向けた取組

３．後継者支援の強化

13



 「アトツギ甲子園」は、早期の事業承継と事業承継を契機とした成長を促進する観点から、39歳以下の中小企業の後継予
定者を対象に、既存の経営資源等を活かした新規事業のビジネスプランを競うピッチコンテスト。令和2年度より開始。

 書類審査の通過者による地方大会を６ブロック（北海道・東北、関東、中部、近畿、中国・四国、九州・沖縄）で開催。各
地方大会を勝ち抜いた18名による決勝大会において、経済産業大臣賞、中小企業庁長官賞等を授与。

 ファイナリスト等はメディアへの露出も多く、取引先増、事業拡大、社内外における既存の経営資源を活かした新規事業へ
の理解向上、事業の推進への好影響にもつながっている。アトツギ甲子園エントリ―や出場が、現経営者との承継に向けた
踏み込んだ話し合いや事業化に向けた具体的な調整が進むきっかけに。

第６回「アトツギ甲子園」概要

第６回 大会日程 決勝大会 表彰

中小企業庁長官賞

経済産業大臣賞

優秀賞

企業特別賞

ベストサポーター賞
※経済産業大臣賞受賞者をサポートした
支援者への授与を予定

エ
ン
ト
リ
ー
〆
切

書
類
審
査

地
方
大
会

決
勝
大
会

12/中旬 1/13～2/2 2/27

・
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
岡
）

・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
岡
山
）

・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
兵
庫
）

・
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛
知
）
１
月
23
日
（
金
）

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
京
）

・
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
宮
城
）

8/1～11/26

応
募
書
類
〆
切

～11/28

・
東
京

大
手
町

 エントリー資格は39歳以下の中小
企業・小規模事業者の後継予定者

 地方大会、決勝大会のピッチは４分
間のプレゼンテーション

 地方予選大会、決勝大会は学識
経験者、VC、アトツギ経営者等の
有識者が審査

 地方大会では各ブロックから決勝大
会に進む３名を選出

 決勝大会に進んだ合計18名から経
済産業大臣賞、中小企業庁長官
賞等を授与

概要

イノベーション・環境局長賞
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• 第５回大会は１８９名がエントリーし、全国６ブロックに分けて地方予選大会を実施。
• 決勝大会では、各地方大会の上位３名の計１８名によりピッチ（プレゼン）が行われ、経済産業大臣賞、中小企業庁長官
賞、優秀賞、企業特別賞等を授与。

(参考)第５回「アトツギ甲子園」について
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累計観覧者 ：７６５名
オンライン視聴  ：１１７９名(現在２万回再生超)
メディア ：2０社程度
※決勝大会304名、オンライン515名、地方大会は観覧者数461名,
オンライン664名(累計視聴1万回再生程度)

優秀賞

経済産業大臣賞 中小企業庁長官賞エントリー者数 ：189名
（エリア別内訳）
・北海道／東北ブロック ： 27名
・関東ブロック ： 31名
・中部ブロック ： 20名
・近畿ブロック ： 41名
・中国／四国ブロック ： 24名
・九州／沖縄ブロック ： 46名

第5回大会観覧状況
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第６回「アトツギ甲子園」チラシ

（出所）https://atotsugi-koshien.go.jp/

2025年8月1日（金）
エントリー開始

2025年11月26日（水）
エントリー締切

2025年11月28日（金）
応募書類提出締切

2026年1月23日（金）
中部ブロック地方予選大会

2026年2月27日（金）
決勝大会



令和７年度中部管内における後継者支援ネットワーク構築促進事業
 本事業では、アトツギが前向きに事業を継ぐ環境を整えるため、若手経営者への事業承継に関する実
例を共有する場を設け、後継者を起点とした事業承継の機運を醸成することを目的とする。

 事業者（アトツギ）向けのテーマと支援機関等（金融機関、商工会・商工会議所、信用保証協会、自
治体等を想定）向けのテーマを設けたセミナーイベントを愛知県及び岐阜県にて開催予定。
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愛知県開催
日 時：11月10日（月）14：00～
場 所：ウインクあいち
登壇者：
株式会社岡崎竜城スイミングクラブ

大森様
株式会社マイクロリンク 久野様

岐阜県開催
日 時：12月11日（木）17：00～
場 所：OKB岐阜中央プラザわくわくベースG
登壇者：ニッケンかみそり株式会社 熊田様
豊実精工株式会社 今泉様、株式会社艶金 墨様

愛知県開催
日 時：12月15日（月）14：00～
場 所：STATION Ai
登壇者：株式会社岡崎竜城スイミングクラブ大森様
株式会社マイクロリンク 久野様
加藤軽金属工業株式会社 加藤様

支援機関向け 事業者（アトツギ）向け

詳しくは
こちら



産業部 中小企業課
電話：052-951-2748
URL：https://www.chubu.meti.go.jp

ご清聴ありがとうございました
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